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不用品回収業を通じて「Reduce(リデュース)」「Reuse(リユース）」「Recycle(リサイクル)」
の３つのRを徹底するることで、無駄なごみを減らし気候変動や海洋資源などの環境問題の解決
を目指します。また、地域のリサイクルショップ等とも連携し、共にSDGsの達成に貢献します。

古い電化製品や一部が破損した家具も、回収後は可能な限り修復し国内外で再利用できる仕組み
作りを行っています。また、再利用できなくなったスマートフォンや自転車を回収、分解し、素
材ごとに細かく分別することで、再生材料（リサイクル材料）として有効利用しています。

ゴミ屋敷の片付けや引っ越し前後に発生する不用品の迅速回収を通じて、不法投棄による地域住
民の生活環境の悪化を防ぐことで、安心・安全で長く住み続けられる街づくりに貢献していま
す。

リサイクルビジネスを推進するために家庭から出るゴミだけでなく、企業から出るゴミも積極的
に回収するようにしています。また、リサイクル業者と提携し再利用できるものは買取・販売に
も力を入れています。
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会社周辺地域のゴミ拾いを行い、地域の環境美化に貢献しています。また、不法投棄が頻発して
いるエリアではごみの回収だけでなく警告の看板設置なども行っています。

●ＳＤＧｓに関する重点的な取組●

●文化や地域活動に関する重点的な取組●
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不用品回収「エコスリー」は、

ＳＤＧｓ、ＣＯ２ゼロに

取り組むことを宣言します。

●2030年のSDGs達成に向けた目指す姿と運営・事業方針●


